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タノール・1 % NaOCl 溶液・有機洗剤〈培地〉アガロース・
ゲランガム・ショ糖(スクロース)・0.1 N NaOH 水溶液・1 M 





地は共通に、ショ糖・MS 培地混合塩類(和光純薬工業)・イオン交換水を混合し、0.1 N NaOH 水
溶液・1 M HCl 水溶液により、pH5.7 にあわせた。オートクレーブ 120 ℃ 15 分で行った。そし
て各培地で必要な植物ホルモンをイオン交換水混合の際に加えた。コーヒー培地の場合、植物ホ
ルモンは 2iP を加えた。ニンニク培地では、オーキシンとして 2,4-D、サイトカイニンとして KIN
成分 含有量(mg/L) 成分 含有量(mg/L)
NH4 1650 KI 0.83
K 1900 Na2MoO4.2H2O 0.25
CaCl・2H2O 440 CuSO4・H2O 0.025
MgSO4・7H2O 370 CoCl2・6H2O 0.025
KH2PO4 170 myo-イノシトール 100
FeSO4・7H2O 27.8 ニコチン酸 0.5
Na2-EDTA 37.8 塩酸ピリドキシン 0.5
MnSO4・4H2O 22.3 塩酸チアミン 0.1
ZnSO4・H2O 8.6 グリシン 2
H3BO3 6.2 ショ糖 20000
表. 1 MS 培地の組成 
を各 1 µM ずつ加えた。もやし発芽培地には、植物ホルモンは加えていないが、3種類の MS 培地
に加え、MS Fe-EDTA・B5 ビタミン(MS 培地用ビタミンの代わり)を加えた。もやし不定胚誘導培






表面を水洗いしてから、洗剤に 30 秒間浸した。葉を約 1～3 cm2に切り、再び洗剤に 30 秒、
流水で 30 秒、70%エタノールで一分間、流水で 5回すすぎ消毒した。1%次亜塩素酸水溶液に三分

























出させた。成長点をメスで摘出し盤茎部を切り出した。盤茎部を洗剤に 30 秒、水洗いを 3回、
70％エタノールに 30 秒、水洗いを 3回した。その後、10％次亜塩素酸ナトリウムで 15 分間滅菌
し、水洗いを 3 回行った。その後、培地に着床した。 
2 回目 
1 回目の方法で不定胚が観察できたため同様の方法で 2 回目を行った。 
3 回目 


























農業試験場からいただいた種を洗剤に 30 秒、水洗いを 3回、70％エタノールに 30 秒、水洗い
を 3 回した。その後、10％次亜塩素酸ナトリウムで 10 分間滅菌し、水洗いを 3回行った。その
後、発芽培地に植え付けた。 
2 回目 
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